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=明るく正しい選挙で私たちの代表を選びましよう=
j前年令20才以上の方(今回は昭和24年12月28日以前に生れた方)で、昭和壮年9月6日以前より、本町の

住民として、住民登録をしている方(選挙@被選挙権のない方を除く)、は今回の選挙に参加して投票

ができます。 長浜町選挙管理委員会 e長浜町明るく正しい選挙推進協議会
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議院議員選
高裁判所裁判官圏一

皆本謁宝?ょ輔轟麗喜色(毎月 1回発行)

投票できる人

昭和44年四月 20日
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事韓

(二〕

こ
の
ま
ま
で
は

第158号

Yc.::7/.::;"Y/.:::x:::.珂

長
浜
町
の
ゴ
ミ
焼
却
場
の
能
力
は
、
一
日
約
四
ト
シ
ま
で
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
最
近
、
生
活
水
準
の
向
上
な
ど
に
伴
っ
て
、
ゴ
ミ
排

出
量
が
急
激
に
増
加
し
て
き
て
お
り
、
多
い
日
に
は
約
七
ト
シ
も
出

る
な
ど
、
昨
年
の
排
出
量
に
比
べ
て
五

O
パ
l
セ
シ
ト
を
上
回
る
増

率
を
示
し
て
お
り
、
焼
却
場
は
、
現
在
オ
ー
バ
ー
ヒ
!
ト
中
で
す
。

ま

ト

y
tニ
ト
シ
超

過
し
、
焼
却
不
能

と
な
る
現
況
で
す

Uま

正
し
い
処

理
で

二
二
ト
ン

ア」

tJま

こ
の
対
処
策
と

し
て
は
、
新
し
く
一

大
型
処
理
施
設
を
一

造
る
こ
と
も
必
要
一

と
な
っ
て
さ
ま
す
一

が
、
一
方
、
私
た
一

ち
の
家
庭
で
の
ゴ
ミ
処
理
方
法
の
改
善
一

に
よ
っ
て
は
、
ま
だ
こ
と
し
ば
ら
く
は
一

現
状
の
施
設
で
耐
久
さ
せ
る
こ
と
が
可
一

能

で

す

。

一

そ
れ
は
、
私
た
ち
家
庭
で
の
ゴ
ミ
処
一

理
を
正
し
く
行
な
っ
て
、
平
均
排
出
量
一

三
・
四
ト
シ
を
三
ト
シ
に
整
理
す
る
考
-

え
方
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
・
四
ト
一

シ
の
中
に
は
‘
ガ
ラ
ス
、
空
ぴ
ん
、
空
一

か
ん
、
陶
器
、
果
物
や
野
菜
の
か
す
、
一

残
飯
、
そ
の
他
危
険
物
な
ど
、
燃
え
な
一

い
も
の
や
燃
え
に
く
い
も
の
が
一
絡
に
一

合
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一

こ
の
よ
う
な
も
の
を
焼
却
炉
に
入
れ
一

る
と
燃
え
に
く
く
な
る
ば
か
り
か
、
こ
一
'

れ
ら
を
整
理
す
る
手
間
だ
け
で
も
大
変
一
危

な
労
力
と
時
聞
を
食
う
こ
と
に
な
り
ま
一
曙

す

。

一

一

副

こ
の
よ
う
な
実
情
か
ら
、
今
後
、
私
↑
船

た
ち
の
家
庭
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
-
志

に
注
意
し
て
、
正
し
い
処
理
と
合
理
的
↑
日
凡

な
処
理
を
行
な
い
、
み
ん
な
で
私
た
ち
一
一
仰

の
町
を
き
れ
い
に
保
ち
つ
づ
け
ま
し
ょ
一
酌

う

〈

一

汚

n. 
ま
ず
、
現
在
の
ゴ
ミ
処
理
の
概
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

O
関
係
戸
数

一
般
家
庭
(
小
口
)
一

O
七
三
戸

O
収
集
能
力

収

集

人

員

三

人

収

集

車

一

台

O
収
集
の
巡
回
数

早

く

て

四

日

か

五

日

に

一

回

遅

く

て

七

日

に

一

回

(
収
集
日
は
、
日
曜
日
を
除
く
毎
日
)

O
排
出
量

一
日
総
排
出
量
約
三
・
四
ト
ジ

一
日
一
人
排
出
量
七
六
六
グ
ラ
ム

O
排
出
量
の
推
移

昨
年
度
に
比
べ
、
約
五

O
パ
l
セ
シ

卜
の
増
量
、
今
後
、
日
ご
と
に
激
増
す

る
見
通
し
。

O
処
理
能
力

一
日
焼
却
能
力
四
ト
シ
の
焼
却
場
一

ケ
所
。こ

れ
に
対
し
て
、
一
日
平
均
排
出
量

三
・
四
ト
シ
と
い
う
こ
と
は
、
あ
と

0

・
六
ト
ン
(
収
集
車
に
約
半
台
分
)
増

え
れ
ば
焼
却
炉
は
能
力
の
限
界
に
達
し

消
化
で
ま
な
い
状
態
で
す
。
し
か
し
‘

ζ

れ
は
、
あ
く
ま
で
も
総
体
的
な
平
均

で
あ
っ
て
実
際
に
は
、
そ
の
日
に
よ
っ

て
収
集
量
も
違
い
、
多
い
自
に
は
、
一

汚
な
い
物
を
入
れ
る
だ
け
に
、
ま
ず

し
っ
か
り
し
た
良
い
入
れ
物
が
必
要
で

事民屋電(毎用 1回発行)昭和44年12月20日

ま
ず
「
ゴ
ミ
箱
」

ポ
リ
バ
ケ
ツ
が
衛
生
的

叫'IiH"珂~~凶:::;，c邑

す

。

一

次

の

よ

う

な

点

に

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

O
運
ぶ
と
き
底
が
抜
け
た
り
、
く
ず
れ
一
マ
す
ぐ
に
燃
え
る
物

た

り

す

る

も

の

。

一

き

れ

い

な

物

な

ら

、

そ

の

ま

ま

ゴ

ミ

O
箱
が
完
全
密
封
し
て
お
ら
ず
、
水
気
一
箱
に
、
ま
た
、
直
接
入
れ
る
と
、
ペ
た

や
悪
臭
が
洩
れ
る
も
の
。
一
べ
た
と
ひ
つ
つ
い
た
り
し
て
ゴ
ミ
箱
が

こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
箱
で
は
、
運
ぶ
と
一
汚
れ
る
よ
う
な
も
の
は
、
ま
ず
、
ピ
ニ

き
は
も
ち
ろ
ん
、
日
ご
ろ
は
え
や
ど
き
一

l
ル
袋
か
、
そ
の
他
空
き
一
袋
な
ど
に
入

ぶ
り
が
わ
〈
原
因
と
も
な
り
、
不
衛
生
一
れ
て
か
ら
、
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
ま
し
ょ
う

で
近
所
の
方
々
に
も
い
や
な
感
じ
を
与
一
マ
燃
え
に
く
い
物

え
る
結
果
と
な
り
ま
す
。
一
残
飯
や
果
物
や
野
菜
の
か
す
な
ど
の

で
す
か
ら
、
で
き
れ
ば
ポ
リ
パ
ケ
ツ
一
よ
う
な
水
気
の
多
い
も
の
は
.
よ
く
水

の
よ
う
な
、
ぴ
っ
た
り
と
ふ
た
の
で
き
一
気
を
切
っ
た
り
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
、
な

る
丈
夫
な
も
の
を
置
く
こ
と
が
理
想
的
一
る
べ
く
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
よ
う
に

で
、
古
く
傷
ん
だ
木
製
の
箱
や
ダ
Y
ポ
一
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

1
ル
な
ど
を
使
う
の
は
感
心
で
辛
口
ま
せ
一
は
水
気
を
切
る
た
め
、
底
面
に
小
さ
な

ん

。

一

穴

な

あ

け

る

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

置

き

場

所

は

一

マ

燃

え

な

い

物一
ガ
ラ
ス
、
ぴ
ん
、
か
ん
、
陶
器
、
金

せ
っ
か
く
正
し
い
処
理
を
し
て
も
、
一
属
な
ど
の
い
ら
な
く
な
っ
た
物
や
と
わ

ゴ
ミ
箱
に
雨
が
か
か
る
よ
う
な
と
と
で
一
れ
た
も
の
な
ど
は
、
普
通
の
ゴ
ミ
と
一

は
燃
え
る
物
も
燃
え
に
く
く
な
っ
た
り
十
絡
に
入
れ
る
と
、
処
理
作
業
に
負
担
が

し
ま
ず
か
ら
、
置
き
場
所
に
は
十
分
ご
一
か
か
る
ば
か
り
で
な
く
、
収
集
者
に
と

注

意

く

だ

さ

い

。

一

つ

て

は

、

手

を

切

っ

た

り

足

を

切

っ

た

り
し
て
大
変
危
険
で
す
か
ら
、
必
ず
、

別
に
、
こ
れ
ら
を
入
れ
る
箱
を
構
え
て

お
く
よ
う
に
し
、
絶
対
に
一
絡
に
入
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

必
ず
、
よ
り
分
け
て

ビ
ニ
ー
ル
袋
捨
て
な
い
で

ゴ
ミ
箱
は
、
で
き
れ
ば
三
つ
備
え
た

い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
ゴ
ミ
を
次
の

三
穏
類
に
分
け
て
お
く
と
処
理
が
早
く

で
き
る
た
め
で
す
。

で
す
ぐ
に
燃
え
る
物

ニ
、
燃
え
に
く
い
物
(
ぬ
れ
て
い
る
物

や
湿
っ
て
い
る
も
の
〉

=
て
燃
え
な
い
も
の
(
ガ
ラ
ス
、
陶
器

金
属
類
な
ど
)

ま
た
、
こ
れ
ら
の
処
理
に
つ
い
て
は

自

分

で

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
わ
れ
物
や
金

属
は
、
ゴ
ミ
収
集
の
方
に
処
理
し
て
も

ら
う
の
で
は
な
く
、
各
区
に
備
え
置
き

の
処
理
か
ん
(
ド
ラ
ム
か
ん
)
に
自
分

で
持
っ
て
行
っ
て
入
れ
て
お
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
区
に
よ
っ
一
山

i
t
i
t
i
l
-
-
J
E
t
r
i
a
r
-
-
J
I
-
-ど
ま
で
に
各
保
育
所
に
備
え
つ
け
の
申
請

て
は
、
ま
だ
、
こ
の
処
理
か
ん
が
置
か
一
~
浦
フ
晴
優
勝
グ
苦
に
記
入
事
項
を
書
い
て
、
該
当
す
る

れ
て
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
区
内
で
話
一
V

内
一
保
育
所
か
、
ま
た
は
町
役
場
窓
口
に
提

し
合
い
、
す
み
や
か
に
設
置
す
る
よ
う
一
…
線
機
織
機
織
鱗
騨
鱒
醜
聞
掴
醐
掴
掴
盟
山
一
出
し
て
く
だ
さ
い
。

に

し

ま

し

ょ

う

。

三

織

機

綴

機

時

滝

川

社

繍

醐

輔

}

一

な

お

、

各

保

育

所

の

募

集

定

員

数

は

マ

そ

の

他

:

?

山

融

機

監

藍

臨

醐

時

一

つ

ぎ

の

と

お

り

で

す

。

①
ス
プ
レ
ー
の
よ
う
な
爆
発
性
が
あ
る

FWdw峠
繍

瀦

翻

麟

融

事

一

長

浜

保

育

所

一

一

一

O
人

も
の
は
、
必
ず
、
中
味
を
完
全
に
抜
い
戸
濃
吟

J
液

成

総

総

髄

醐

輯

輔

鵬

醐

醐

川

一

沖

浦

保

育

所

七

O
人

て
か
ら
、
ガ
ラ
ス
類
な
ど
と
一
緒
に
処
一
…
¥
州
市
川
急
一
三
?
と
乙
繍
響
調
潤
}
一
喜
多
灘
保
育
所
一
一
一

O
人

理
し
ま
し
ょ
う
。

t

J

一

櫛

生

保

育

所

六

O
人

一

円

恒

例

の

喜

多

郡

内

・

町

村

議

員

ソ

山

一

出

海

保

育

所

六

O
人

②

犬

、

ね

こ

な

ど

の

死

体

は

、

で

き

る

一

・

・

一

一
…
フ
ト
ボ

l
ル

大

会

が

、

こ

と

し

は

町

…

一

大

和

保

育

所

六

O
人

だ
け
自
分
で
処
理
し
、
止
む
を
得
な
い
可
村
の
一
一
一
役
も
混
じ
え
て
、
去
る
吋
寸
山
一
豊
茂
保
育
所
三

O
入

場
合
は
、
死
体
と
手
数
料
七
む
円
を
役
一
い
所
刊
対
可
五
十
崎
中
学
校
で
開
催
川
一
白
滝
保
育
所
九
O
入

場
本
庁
か
各
連
絡
所
へ
持
っ
て
き
て
く
ず
さ
れ
、
当
町
は
三
試
合
と
も
他
の
チ

Z
S
S
惑

ssss惑
ぶ
総
選
S
Sミド

だ

さ

い

。

三

l
ム
を
完
封
し
‘
堂
々
優
勝
を
飾
り
山
一

h
U
M
-
-一日日
Hun-MHHhHUH-

…

-

ま

し

た

。

~

一

年

内

く

み

取

り

を

一

月

か

ら

廃

止

ナ

見

詰

諮

問

時

計

れ

な

一

受

付

一

干

五

日

ま

で

に

l
白

木

ゴ

ミ

捨

て

場

l

一
一
見
守
口
相
お
む
わ
叩
け
一
一
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
年
末
が
押
し

7

1

山
一
迫
る
と
、
し
尿
処
理
の
申
し
込
み
が
多

こ
と
し
だ
け
で
も
五
回
も
の
火
災
が
一

Y
ブ
シ
を
か
っ
飛
ば
し
、
ま
っ
た
く
の
…
一
く
な
り
、
中
に
は
年
内
に
処
理
が
で
き

発
生
し
た
大
字
詰
字
白
木
に
あ
る
、

F
U
Hげ
ド
十
九
州
ト
吋
、
で
認
校
一
一
な
い
と
こ
ろ
さ
え
で
て
き
ま
す
。

通
称
「
白
木
の
ゴ
ミ
捨
て
場
」
(
現
在
一
山
若
手
選
手
ら
は
、
ヮ
ォ
l

/
ク
オ
/
}
一
年
内
に
く
み
取
り
を
希
望
さ
れ
る
方

使
用
禁
止
中
)
は
、
町
の
管
理
の
も
と
一
…
と
?
う
な
り
声
?
を
た
て
て
ベ

l
ス
山
一
は
、
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
、
役
場

に
、
こ
れ
ま
で
事
業
所
な
ど
四
五
ケ
所
可
に
つ
っ
走
る
な
ど
、
相
手
テ

l
ム
を
ど
住
民
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

が
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
日
た
じ
た
じ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
…
一

t
1・Z
I
r
-
-
J
t
B
E
E
t
-
-
r
t
J
1
1
1

一
年
八
月
六
日
に
発
生
し
た
原
因
不
明
石
出
場
選
手
と
結
果
は
、
次
の
と
お
山
一

l
i
l
i
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-

の

出

火

以

来

、

そ

の

後

も

実

に

刊

回

も

一

…

り

。

九

一

醐

臨

漕

嗣

園

調

副

暗

唱

品

園

喝

淵

錨

闘

の

原

因

不

明

の

出

火

が

相

つ

づ

い

て

発

万

三

塁

門

田

博

}

一

瞬

駅

髄

醐

巨

晶

惇

民

醐

関

陣

醐

生
し
て
お
り
、
今
後
も
な
お
く
り
返
さ
戸
左
翼
小
川
儀
三
郎

t
g
i自
E
B菌
臨
書

れ

る

危

険

が

あ

る

た

め

、

町

の

管

理

と

工

遊

撃

堤

正

和

ん

一

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

円

一V

投

手

二

宮

金

之

助

…

一

し
て
は
、
こ
と
し
い
っ
ぱ
い
で
こ
の
ご
{
一
塁
二
宮
義
徳
川
一
退
職
産
業
課
長
佐
々
木
隆
氏
(
退
職

ミ
捨
て
場
の
利
用
は
廃
止
さ
れ
る
と
と
一
円
中
堅
池
田
登
~
一
後
は
嘱
託
と
し
て
、
農
業
構
造
改
善
事

と
な
り
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
コ
ミ
処
理
一
V

右

翼

桜

田

和

夫

…

一

業

事

務

に

従

事
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は
、
す
べ
て
自
己
処
理
を
し
て
い
た
だ
一
山
・
捕
手
大
成
淳
日
一
産
業
課
長
に
こ
れ
ま
で
議
会
事
務
局

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た
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工

事
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、

現

在

た

ま

っ

戸

山

一

長

だ

っ

た

田

中

与

左

衛

門

氏

が

就

任

一

て
い
る
ゴ
ミ
を
全
部
谷
聞
に
埋
め
、
そ
日
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長
浜
工
会
計
室
長
に
こ
れ
ま
で
会
計
室
長
補
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の

上

に

土

を

か

ぶ

せ

て

畑

に

す

る

見

通
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け

①

山

一

佐

で

あ

っ

た

糸

井

四

郎

氏

が

就

任

一

一

日

一
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河
辺

し
で
す
の
で
、
以
後
、
火
災
と
な
る
心

F

O

i

l

一

-

配

は

な

く

な

り

ま
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l

内
子

水
族
館
お
や
す
み

海
ガ
メ
も

「
サ
ヨ

l
ナ
ラ
」

「
な
が
は
ま
水
族
館
」
は
、
こ
と
し
も

ν
lズ
シ
オ
フ
に
な
っ
た
た
め
、
去
る

十
二
月
一
目
、
長
浜
保
育
所
の
児
童
た

ち
の
手
で
館
内
の
魚
約
五

O
O匹
が
瀬

戸
の
海
原
へ
放
た
れ
、
来
年
の
四
月
ま

で
閉
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
い
つ
も
は
宮
島
へ
送
ら
れ
る

一
大
海
ガ
メ
の
親
子
も
、
こ
と
し
は
魚
と

二
緒
に
海
に
放
た
れ
ま
し
た
。
漁
や
釣

一
り
を
さ
れ
る
み
な
さ
ん
、
も
し
、
こ
の

一
カ
メ
を
見
た
ら
、
い
じ
め
な
い
よ
う
、

一
優
し
く
見
送
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
ね

保育所

1
月
U
日

九|

網開、

産
業
課
長
補
佐
に
こ
れ
ま
で
住
民
係

長
だ
っ
た
河
野
平
吉
氏
が
就
任

保
健
係
長
に
こ
れ
ま
で
住
民
係
長
だ

っ
た
石
内
義
盛
氏
が
就
任

住
民
係
長
に
こ
れ
ま
で
水
族
館
主
事

だ
っ
た
池
上
昭
夫
氏
が
就
任

産
業
課
へ
こ
れ
ま
で
建
設
課
だ
っ
た

仲
田
源
一
氏
が
就
任

会
計
室
へ
こ
れ
ま
で
公
営
事
業
課
だ

っ
た
河
井
八
恵
氏
が
就
仔
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V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
道
具
一
式
を
、
公
民

館
今
坊
支
館
へ
(
時
価
ニ
万
四

O
B円
)

寄

付

者

今

坊

後

藤

熊

市

民

V
香
典
返
し
の
代
り
と
し
て
、
現
金
一
一
一

万
円
を
、
ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ
、

寄
付
者
八
幡
浜
市
大
野
明
良
氏

王寺

一一一一龍一一一一一一一一
m::ア
そヨ「理

保
健
衛
生
事
業
表

O
買
い
上
げ
料
金

親
犬
(
旬
日
以
よ
〉
一
一
政

小

犬

一

頭

O
印
鑑
を
持
参
す
る
こ
と
。

O
ク
サ
リ
又
は
針
金
で
放
れ
な
い
様
に
し
っ
か
り
し

ば
っ
て
つ
れ
て
く
る
こ
と
。

一
午
前
れ
時
ま
で
一
白
滝
連
絡
所

一
午
前
竹
時
ま
で
一
大
和
連
絡
所

一
午
前
竹
時
刻
分
ま
で
一
豊
茂
連
絡
所

(
矛
4
・
火
曜
日
〉
一
正
午
ま
で
一
長
浜
町
役
場

正

午

ま

で

一

喜

多

灘

連

絡

所

午
後
1
時
ま
で
一
櫛
生
連
絡
所

午
後
1
時
ま
で
一
出
海
連
絡
所

放
棄
犬
の
質
上
げ

入
所
児
童
募
集

と

きf

時

一
月
十
五
日
ま
で

町
内
各
保
育
所
で
は
、
来
年
度
に
入

所
し
た
い
児
童
の
数
や
実
態
を
早
め
に

つ
か
み
、
今
後
の
保
育
所
運
営
の
充
実

を
は
か
る
た
め
、
た
だ
い
ま
昭
和
布
年

度
入
所
希
望
者
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

入
所
ご
希
望
の
方
は
、
一
月
十
五
日

百

円
五
コ
円

間
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ろ

と
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